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●低温度用センサ

保護ガラス汚れチェッカー（NMI-1000）は
・内部の基準LD光を保護ガラスに照射し、その戻り光を検知することで、
主にヒューム汚れやその拭き残し等による汚れ状態に応じて数値が変
化します。
・判定値を任意に決めることができるため、ユーザ独自の基準で再洗浄や
ガラス交換のタイミングを決めることが可能です。

●保護ガラスチェッカー

トレーにガラス設置 ② ③ ④

⑤ ⑥
⑦

⑧

①

⑨

①測定するガラスの番号
②基準ガラス数値
③検査ガラス数値
④汚れ度合い数値
⑤汚れlevel
⑥汚れしきい値
⑦LD電源
⑧検査開始
⑨エラー表示

0

500

1000

1500

2000

1.2 1.4 1.6

検
出
強
度

時間[s]

材料：ABS重ね

複数周回照射時の熱放射光波形

レーザ樹脂溶着モニタ（NAS-27）は
・レーザ樹脂用着時の加工部の熱を検知して波形化し、任意の閾値に
よる判定ができる装置です。
・既存の加工ヘッドのカメラマウントに装着して使用することができます。
・スキャナ加工ヘッドへの装着も可能です。

●PID制御機能付き溶接モニタ
PID制御機能付き溶接モニタ（NAS-3020）は
・溶接部から得られた熱放射光等の信号を予め設定した制御条件
に従ってレーザ装置にフィードバックし、レーザ出力をリアルタイ
ムで制御することが可能です。
・従来装置装置にPID制御機能を追加し、より簡便に制御条件を設
定することができるようになりました。
・用途:肉盛りビードの安定化等
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制御波形イメージ

複数回照射
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1CHレーザ出力センサ（NAS-50）は
・レーザ出力の周辺の散乱光を検知することで、レーザ出力（1064nm帯
域）の相対変化を検知することが可能です。
・従来機よりも小型化されたため、容易に加工ヘッド付近に取り付けること
が可能です。

●1CHレーザ出力センサ
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CO2レーザ用出力センサ（NAS-40）は
・CO2レーザの波長帯（10.6μm）に感度を持ち、レーザ出力を検知するこ
とが可能です。
・出力異常が起きた場合の相対変化を検知することができます。
・加工ヘッドに取り付け、リアルタイム全点検査することが可能です。

●CO2レーザ用出力センサ

LD照明装置（NCL-161）は
・808nmMAX30W出力の半導体レーザ装置です。
・背面のSMAファイバでレーザ伝送が可能です。
・高速度カメラ撮影時の照明等に使用することが可能です。
・要望により他の波長帯への変更も可能です。
・USB接続によりPC等からの信号で出力ON/OFFの遠隔制御も可能
です

NCL-161を照明に用いた場合の
加工部の高速度カメラ画像

●LD照明装置(NCL-161)
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